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社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
力
を
ど
の
よ
う
に
伸
ば
し
て
い
く

か
、
ど
の
大
学
も
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
の
構
築
に
知
恵
を
絞
っ
て
い

る
昨
今
で
す
が
、
本
学
で
は
、
学
生
で
あ
れ
ば
だ
れ
も
が
参
加
す
る

「
授
業
」
の
な
か
で
基
礎
力
を
高
め
る
取
組
み
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

学
生
の
基
礎
力
を
高
め
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

セ
ミ
ナ
ー
を
数
多
く
開
い
て
も
、
す
べ
て
の
学
生
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
積
極
的
に
参
加
す
る

学
生
は
能
力
が
向
上
し
、
参
加
し
な
い
学
生
と
の
差
は
開

い
て
い
き
ま
す
。
在
学
生
全
体
の
基
礎
力
を
向
上
さ
せ
る

の
に
良
い
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
学
生
全
員
が
出
席
し

て
い
る
授
業
を
活
用
す
れ
ば
高
い
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
10
の

底
力
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

教
員
は
自
分
が
担
当
す
る
授
業
に
お
い
て
、
専
門
的
な
知
識
を
教

え
る
こ
と
に
加
え
、
社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
「
10
の
底
力
」
を

学
生
が
伸
ば
せ
る
よ
う
に
授
業
の
運
営
方
法
を
工
夫
し
ま
す
。
開
講

さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
授
業
科
目
で
行
う
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す

の
で
、
専
任
教
員
だ
け
で
な
く
非
常
勤
講
師
の
先
生
が
た
に
も
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
10
の
底
力
」
と
は
、
①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
②
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
③
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
能
力
、
④
国
際
感
覚
・

多
文
化
理
解
能
力
、
⑤
外
国
語
運
用
能
力
、
⑥
Ｉ
Ｔ
能
力
、
⑦
調
査

能
力
、⑧
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
思
考
、⑨
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
ス
キ
ル
（
問

学
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題
発
見
・
提
案
・
実
行
力
）、
⑩
自
己
理
解
能
力
で
す
。
授
業
担
当

者
は
自
分
の
授
業
で
伸
ば
せ
る
「
底
力
」
を
あ
ら
か
じ
め
二
つ
選
び
、

学
生
に
提
示
し
ま
す
。
教
員
は
そ
の
分
野
の
専
門
知
識
を
教
え
る
と

同
時
に
、
自
分
が
選
ん
だ
二
つ
の
「
底
力
」
が
伸
び
る
よ
う
に
学
生

を
指
導
し
ま
す
。

授
業
が
す
べ
て
終
了
す
る
と
、
学
生
は
自
分
の
「
底
力
」
が
ど
の

く
ら
い
伸
び
た
か
、
ま
た
授
業
担
当
教
員
も
学
生
一
人
一
人
に
つ
い

て
「
底
力
」
の
伸
び
具
合
を
、
二
点
（
非
常
に
身
に
つ
い
た
）、
一

点
（
や
や
身
に
つ
い
た
）、
〇
点
（
と
く
に
変
化
な
し
）
で
授
業
ご

と
に
評
価
し
ま
す
。
獲
得
し
た
点
数
は
レ
ー

ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
と
な
っ
て
学
生
に
手
渡
さ

れ
、
次
の
セ
メ
ス
タ
ー
の
履
修
計
画
に
生
か

さ
れ
ま
す
。

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
四
年
間
の
成
長
の

記
録
「
卒
業
成
長
値
」
こ
そ
、
学
力
偏
差
値

と
は
異
な
る
、
学
生
時
代
に
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
基
礎
力
で
す
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

少
人
数
授
業
と
い
う
教
育
環
境
を
生
か
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
、平
成
二
〇
年
度「
学

生
支
援
Ｇ
Ｐ
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
（「
卒

業
成
長
値
を
高
め
る
『
10
の
底
力
』」）。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
学
生
へ
の
授
業
選
択
ア
ド
バ
イ
ス
や
教
員
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
す
。
こ
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
る
の
が
Ｇ
Ｐ
推
進
室
（
Ｇ
Ｐ

ル
ー
ム
）。
開
室
し
て
半
年
経
ち
、
学
生
の
利
用
率
も
少
し
ず
つ
上

が
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
学
生
た
ち
が

「
10
の
底
力
」
を
指
標
に
、
授
業
の
相
談
や
将
来
の
進
路
と
の
関
連

に
つ
い
て
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
気
軽
に
話
せ
る
空
間
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国際感覚・多文化理解能力と調査能力を伸
ばす授業「国際協力」
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